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Methodological Issues of On-Farm Experiment Project :
Case study of the Development of a direct Seeded Rice Farming System in Tohoku National
Agricultural Experiment Station ： Kyouichi MIYATAKE＊1)
Abstract ： Recently, national agricultural research institutes have been engaged in on-farm experi-
ment research projects, but sometimes researchers are faced with methodological problems.
Between 1993 and 1997, Tohoku National Agricultural Experiment Station carried out one such on-
farm experiment project to develop a new technology package for direct seeding of rice.
At first, the project was intended for large scale farming systems based on national agricultural
policy and it was tested on a farm in YUZA town, Yamagata prefecture. However, it did not meet
the needs of farmers on the research site. On the other hand, farmers were attempting to develop
their own direct seeding systems from technology available to various scale farms, especially one
man operating farms.
Project researchers cooperated with the study group of these farmers, analyzed farmers' problems,
found their needs and provided new technologies for them. Based on these experiments, Project
researchers added new research subjects, modified their technologies and extended improved tech-
nologies to Tohoku region.
This paper reviews the project as a participatory approach and makes some suggestions for
upgrading our on-farm experiment project.
Key Words ： On-farm Experiment, Farming systems, Participatory approach, Feasibility study,
Direct seeding of rice
＊１）現・中央農業総合研究センター, 北陸研究センター（Hokuriku Research Center, National Agricultural Research
Center, Jyoetsu Nigata,943-0193, Japan)．







































































































































































































































































































































































































で 4,109ha に及んでいたが（１ ha 区画以上に限る













1993 年 10 月となったこともあり，山形県立農業試
験場による直播作業に合わせて初めて現地圃場視察
が行われたのは 1993 年 5 月，現地で直播栽培を実
施している農家，JA，役場との初会合がもたれた
















































































































































＊６) なお，50 ～ 60ha 規模での直播技術体系の現地実証に関しては，当プロジェクト終了後の 1997 年より，福島県が県
庁，普及，農業試験場の強力な連携のもとに会津高田町で事業を始めており（農林水産省・福島県 1999），大区画



















































































































































り大幅に縮小したことから，1993 年 6 月に行われ
た東北農業試験場の内部検討会では，「東北農業試




＊９) Ｋ氏は 1998 年から直播栽培を全面積に拡大するとともに，無コーティング芽出し籾の散播栽培にも取り組んでい
る。また，2000 年には打ち込み点播機が遊佐町の JAによって導入された。
表５ 遊佐町で試験された技術体系（1992 ～）
水 稲 品 種
播 種 量
カ ル パ ー



























































































































































1994 年６月 14 日。長辺 200¤, 短辺 60¤をそれぞ
れ 10¤毎に仕切った線が交差する 120 点において,
田面標高, 土壌硬度, 苗立ち, 葉色, 坪刈り等の調査を


































６月 10 日　　121 本
７月 10 日　　766 本






６月 10 日　　163 本







６月 10 日　　100 本







６月 10 日　　 70 本







６月 10 日　　160 本





































































































































































直播作業では 0.08 ～ 0.17 時間に短縮され，育苗に




経 営 規 模
労 働 力
機 械 施 設
圃 場 条 件
水田　６ ha（うち　２ ha 借地）
機械作業受託：田植　２ ha, 収穫～乾燥調整　２ ha, 堆肥・肥料散布
経営主　44 才, 石材店勤務（春４週, 秋２週の農休あり）
妻　42 才, パート勤務（休日, 朝夕を中心に手伝い）
母　65 才, 農業専従, 家庭菜園, 育苗ハウスの管理
トラクター 43 馬力, 田植機８条乗用, コンバイン４条グレンタンク付き
乾燥機２台（45 石, 32 石）, 育苗ハウス３棟（50 坪２棟, 49 坪１棟）
120a 区画２枚, 60a 区画２枚, 40a 区画２枚, その他は 20a 区画


















3）1996 年の K経営の苗代一切は 5.37 時間, うち女子 3.28 時間であったが, 1997 年には妻の勤務が大幅に増えたた
め苗代管理の時間が大幅に短縮された。
4）噴頭回転式広幅散布機の場合, オペレーター３人（播種幅確認のため）で 120a を 20 分で播種した。


























































































の 15.08 時間に対して 9.61 時間にまで縮小した（表
10）。また，作業形態別にみると，移植栽培では
























































1）トラクター, バックホー, 田植機, 噴頭回転式広幅散布機, コンバインを用いた作業。
2）催芽機, 砕土機, 土詰機, 播種機, 籾摺機, 選別機を用いた作業。なお, 乾燥機については他の作業と併行して監視
等を行っているため表から除いた。
3）動力散布機, 草刈機を用いた作業。
4）移植における人力作業はA育苗管理 2.17 時間, B用排水・畦畔修理 0.97 時間, C補植・苗箱片付け 0.57 時間, 直











































































































担っているのは，40 代以上の男性と 50 代以上の女
性が中心である。こうしたことから，遊佐町では女
子が先行する形で農業就業者の減少が急速に進んで
おり，特に 30 代から 50 代の女子農業就業者の減少


















＊12) Ｋ経営における 10a 当たり水稲生産費をみると，直播栽培においては床土やハウスビニール，苗箱といった育苗用
資材の節約，抑肥栽培による肥料費の節約があるものの，酸素発生剤や直播用除草剤などの使用によって，物材費
が移植栽培に比べて 5,315 円増加する。一方，直播栽培では人件費が 7,063 円節約され，田植機，育苗ハウス，苗
箱播種機などの減価償却費も全水稲作付面積 5.96ha で按分すると 9,628 円節約される。このため直播栽培の 10a 当
たり生産費は約１万５千円低下することになる。しかしながら，現地試験が行われたＫ経営の単収をみると，技術
が安定性を増し，気象条件も良好であった 1997 年においても，直播栽培の単収は移植栽培に比べて 41kg 低くなっ
ており，収益性の改善効果はみられなかった。また，1993 年の冷害，1995 年の長雨による倒伏被害など，気象条
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